予　　算　　要　　求　　資　　料
平成２５年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：成人病予防費
	事業名:岐阜県がんピアサポーターフォローアップ事業費（地域医療再生臨時特例基金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　健康福祉部　保健医療課　地域保健・健康増進担当　電話番号：058-272-1111（2539）
  E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,411千円（前年度予算額：0千円）
　　　　　　
	要求内容


	１　要求の内容


【背景】

　　国立がん研究センターの推計によると、国民の2人に1人ががんにり患するといわれ、がんは誰もがかかる可能性のある病気となった。がんにり患することによって患者及び家族が感じる不安は大変強く、医療者には相談できない悩みも生じる。そこで、同じ立場であるがん経験者がピアサポーターとして、患者及び家族の話を傾聴し、体験を分かち合うことにより、不安の軽減を図る必要がある。

　　平成24年度には、NPO法人に委託して、ピアサポート養成講座を開催したが、質の高いピアサポートを実践するためには、サポーターに対し、がんに関する知識と実践の振り返り、コミュニケーション等のフォローアップが必要である。
【内容】

　　がん患者サポートの経験があるNPO法人に委託して、そのため、H24年度に養成され

たピアサポーターのフォローアップのための講座を開催するものである。　
	２　所要経費


がんピアサポーターフォローアップ講座委託料　3,411千円
　
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	3,411
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,411

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　平成24年度に養成されたがんピアサポーターに対し、フォロー研修を実施することにより、サポーターの資質向上に努めます。また、がん患者の話が傾聴できるサポーターをがん診療連携拠点病院の患者サロンに配置します。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	サポーター養成数

	０
（H22 ）
	（H  ）
	（H  ）
	32
（H24）
	＊未設定

（H  ）
	％


	がん患者が相談員として配置されているがん患者サロン
	０
（H20　）
	２
（H21　）
	（H　）
	７
（H24）
	７
（H29）
	100％



○指標を設定することができない場合の理由
	＊サポーターについては、話を傾聴することができる人材が配置されていることが重要であり養成数についての目標値は設けていない。


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　平成23～24年度　がんピアサポーター養成講座開催　３２人修了

　平成24年度中に、がん診療連携拠点病院等のがん患者サロンでサポート活動実践に向けて調整中。


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

養成講座を受講し、がんピアサポートについて学んだサポーターが養成された。今後、がん診療連携拠点病院等のがん患者サロンでの活動が期待される。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　がんにり患する患者は増加すると推計されており、患者同士のピアサポートに対するニーズも増加すると考えられる。ピアサポーターが扱う相談はデリケートな部分があり、行政がNPO法人等と協働して養成、活動支援をしていくことは適切である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

△
	　サポーター養成については予定どおり養成された。活動については、現在調整中であり、今後成果を評価していく段階である。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

△

	　平成23、24年度はNPO法人が立案するプログラムで実施したが、厚生労働省が（公社）対がん協会に委託して「ピアサポーター養成プログラム」作成、施行中であり、今後はこのプログラムの活用も検討していく。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　サポーターの活動場所であるがん診療連携拠点病院との調整と、サポーターの資質の維持向上が必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　平成25年度は、養成されたサポーターのフォローアップのため厚労省が開発したプログラムによるサポーターフォローアップ研修等を実施していく。


